
福島警戒区域に残された
動物たちは今も苦しんでいます

警戒区域となった福島原発２０キロ圏内には､未だに多くの

動物たちが置き去りになっています｡犬猫といった家庭動物か

ら牛､豚､山羊､ダチョウといった畜産動物もいます｡地震が起

きた時､この区域には 674,100 頭もの動物がいたと思われま

す ( 野生動物除く )｡そのほとんどが繋がれたり､囲われていた

ため､水も食べ物もなく餓死していきました｡共食いも起きまし

た｡放されて動き回ることができたわずかな動物たちも､飢えと

厳しい暑さと寒さで次々に命を落としていきました｡

犬や猫の救助活動は､動物保護団体が中心となって､ある

時は行政も加わって行われてきました｡しかし全頭保護には

至っていません｡畜産動物に至っては保護されることはなく殺

処分が行われています｡

原発事故から１年｡今でもこの瞬間に死んでいく動物たちが

いるのです｡この現状に目を向け救出を訴えてください｡

『震災を生き延びた命を生かしてほしい！助けてほしい！』
要望先は裏面をご覧ください。

このチラシを配布してください　ダウンロードできます
NPO 法人 ＪＡＶＡ  http://java-hisaidoubutu.sblo.jp/
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